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原発をなくし、自然エネルギーを推進する

高知県民連絡会

伊方原発再稼働・原子力災害対策行動計画に関する公開質問状

県民の安全確保と生活向上に向けた日頃のご活動に敬意を表します。

さて、原子力規制委員会が、鹿児島県川内原発の審査に基本的合格との見解を示し、いよい

よ、原発再稼働が現実の課題となってきました。

当会は、これまで、伊方原発再稼働反対の立場から、数次にわたり貴職との協議の場を持た

せていただいたところですが、貴職として、四国電力との勉強会を開催し、さまざまの安全対

策を求めておられること、県内全域を対象とした原子力災害対策行動計画を策定されたことは、

一定評価できるものと考えています。しかし、それらが実効性を持つものとして機能するため

には、現在の姿勢をもう一歩進めて、「脱原発」という基本姿勢に立って、たとえば、四国電力

に対し、愛媛県なみの原子力協定締結を求めることなどが必要だと考えます。

現状において、下記の項目について、再度の協議に応じていただけないことは、残念と言わ

ざるを得ないところであり、不本意ながら、公開質問状として提出しますので、真摯にご検討

いただき、改めて回答いただけるよう要請します。

記

１．福井地裁判決をどのように受け止めるか。

① 原発稼働は人格権よりも劣位とした判決をどのように受け止めるか。

② 判決では、250キロ圏内を危険地域と判断したが、どう受け止めるか。

  ２．当会は、電力不足論・電気料高騰論・代替エネルギー論については、すでに反論を提出し、

原発再稼働の必要性を否定する論拠を示しているが、にもかかわらず再稼働の必要性がある

と判断するのか。

３．高知県の伊方原発再稼働３条件については、法的拘束力はないことは、貴職も認めるとこ

ろであり、国が再稼働を決定し、愛媛県がそれを認めれば、３条件は内実を伴わないことと

なると考えるが、その場合、どう対応するのか。

４．四国電力に対し、稼働見通しも立たず、経営的にも不安定な原発よりも、ガスコンバイン

ド発電施設を早期に整備することを求めること。

  また、四国電力との勉強会は、広く県民に周知した上での公開とし、専門家が参加するも

のとすること。

５．原子力災害対策行動計画は、被曝を年 1 ㍉Ｓv に抑えることを原則とした計画とすべきで
ある。また、当面の最低限の到達目標と達成年次を計画すること。

避難計画は、ヨウ素剤の全域配布も含め県内全域をカバーするものとし、避難訓練を実施

すること。

６．県民に対して県方針の説明の場を持つこと。

以上 


